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CaO をはじめとして多くのイオン性国体に見られる Bl-B2 転移、 Ge02 をはじめとしてクォーツ型物質に見ら






造が Cll-C12 の温度依存性により分類できることを示したD さらに異方性弾性波速度を算出し、弾性異方性が圧力に
極めて敏感であることや特に横波速度異方性に直接弾性不安定化が直接反映することを示した。また不安定化に関連
する応力が転移を活性化し転移圧を下げるように影響することを示し、特殊な非静水圧下では静水圧下とは異なる相
転移が生じる可能性を示した。
論文審査の結果の要旨
新しく多体間ポテンシャルを考慮した分子動力学計算方法を開発し、高圧高温状態での物質の構造の再現・予察と
構造相転移の機構を解明した。得られた弾性定数の圧力、温度変化、さらに弾性速度から弾性安定性の議論を展開し、
新しい転移機構の提案を行った。
以上の結果から博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める o
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